
  
  

 

 

 

   

 

 
  

(百万円未満、小数点第１位未満は切捨て) 

   

 
  

 
  

   

 

 
 (注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分)を期末資産の部の合計で除して算出しております。 

  (注)「連結自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況

   が適当であるかどうかを判断するための基準 （平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。 

  

  

 
 (注) 配当予想の当四半期における修正の有無  有   

 (注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当行が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状 

      況については、３ページ「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

 (注) フィデアホールディングス株式会社の平成22年３月期の配当予想につきましては、フィデアホールディングス株式会社の「当社の平成 

   22年３期の配当予想及び当社子会社の業績予想の修正について」（平成21年11月13日発表）をご参照ください。 

  

(％表示は対前期増減率) 

 
 (注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

            (財）財務会計基準機構会員
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１. 平成22年３月期第２四半期(中間期)の連結業績（平成21年４月１日～平成21年９月30日）

 (1) 連結経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年９月中間期 13,197 1.3 777 ― 472 ―

20年９月中間期 13,016 △19.2 △6,368 ― △5,352 ―

１株当たり 
中間純利益

潜在株式調整後１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

21年９月中間期 3.19 ―
20年９月中間期 △36.14 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
連結自己資本比率
（国内基準）

百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

21年９月中間期 1,148,345 26,662 2.1 100.42 8.71

21年３月期 1,082,351 16,818 1.3 33.15 8.41

(参考)自己資本   21年９月中間期 24,826百万円   21年３月期 14,876百万円

２. 配当の状況

１株当たり配当金

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

22年３月期 ― 0.00

22年３月期(予想) ― 0.00 0.00

３. 平成22年３月期の連結業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

経常収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通  期 25,700 1.7 1,200 ― 700 ― 4.74
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   (注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４. その他をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年９月中間期 147,953,276株   21年３月期     148,048,588株 

 ② 期末自己株式数            21年９月中間期      0株    21年３月期        4,888株 

 ③ 期中平均株式数（中間期）      21年９月中間期 148,009,865株    20年９月中間期 148,081,819株 

  

（個別業績の概要） 

 

 
  

 
  

 

 

 
 （注)「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部の合計で除して算出しております。 

  （注)「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状 

   況が適当であるかどうかを判断するための基準 （平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。 

  

(％表示は対前期増減率) 

 
  

 当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該当

するため、当第２四半期会計期間については、中間連結財務諸表および中間財務諸表を作成しております。 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

４. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 無

(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 無

 ② ①以外の変更 有

１. 平成22年３月期第２四半期(中間期)の個別業績（平成21年４月１日～平成21年９月30日）

 (1) 個別経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年９月期中間期 12,125 △0.7 1,256 ― 758 ―

20年９月期中間期 12,211 △19.7 △6,229 ― △5,234 ―

１株当たり 
中間純利益

円 銭

21年９月期中間期 5.12

20年９月期中間期 △35.34

 (2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
単体自己資本比率
（国内基準）

百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

21年９月中間期 1,148,967 24,470 2.1 98.01 8.33

21年３月期 1,082,008 14,241 1.3 28.86 7.91

(参考)自己資本   21年９月中間期 24,470百万円   21年３月期 14,241百万円

２. 平成22年３月期の個別業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

経常収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通  期 23,500 0.1 1,900 ― 1,100 ― 7.45

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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種類株式の配当の状況

 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

１株当たり配当金

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

Ａ種優先株式

21年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

22年３月期 ― 0.00

22年３月期(予想) ― 2.96 2.96
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当中間期のわが国経済は、企業の収益環境の厳しさから設備投資の減少が続き、雇用・所得環境が悪化

するなか、経済対策による下支えはあるものの、個人消費の弱さや住宅投資の不振が続きましたが、国内

外の政策効果を主因に生産や輸出が持ち直しの動きを示すなど、足元は依然厳しい状況ながらも底打ちの

様相を呈しました。 

金融面につきましては、短期金利が誘導目標の0.1％を下回る水準の動きとなったほか、足元の長期金

利も1.3％前後の推移となるなど、超緩和的な状況が続きました。 

このような情勢下におきまして、秋田県内の経済状況をみますと、足元の公共投資は依然低水準ながら

増加傾向にあるものの、雇用情勢が厳しさを増すなか、総じてみれば個人消費が低調にとどまり、住宅投

資の低迷が続きました。この間、主力の電子部品の減産緩和を受けて生産活動が緩やかに持ち直すなど、

秋田県内経済の悪化に歯止めはかかったものの、総じて厳しい状況が続きました。 

以上のような経営環境にあって、当行は平成21年４月より新中期経営計画「Dynamic Dash !!」に基づ

き、金融サービスの一層の充実と経営体質の強化に努めました結果、次のような業績となりました。 

経常収益は、金利環境の変化から資金運用収益が減少した一方でその他業務収益が増加したことから、

前年同期比１億81百万円増加の131億97百万円となりました。また経常費用は、国債等債券売却損等の減

少によるその他業務費用の減少や、貸倒引当金繰入額の減少によるその他経常費用の減少等により前年同

期比69億64百万円減少の124億20百万円となりました。この結果、経常利益は前年同期比71億45百万円増

加し７億77百万円となり、また中間純利益は前年同期比58億24百万円増加して４億72百万円となりまし

た。 

事業の種類別セグメントの業績につきましては、銀行業務の経常収益は前年同期比27百万円減少して

123億74百万円、経常利益は前年同期比75億22百万円増加して12億99百万円となりました。また、その他

の業務（ソフトウェア開発業務、信用保証業務、クレジットカード業務等）では、経常収益は前年同期比

６億46百万円減少して12億50百万円、経常損失は前年同期比１億52百万円増加して２億44百万円となりま

した。 

  

預金残高は、公金預金および法人預金が増加したことを主な要因としまして、当中間連結会計期間中

200億円増加して当中間連結会計期間末残高は１兆334億円となりました。また、譲渡性預金を含む総預金

残高は１兆890億円となりました。 

また、投資信託などの預り資産残高は、当中間連結会計期間中150億円増加して1,520億円となりまし

た。 

貸出金残高は、依然不透明な秋田県内の景況を背景に、企業の資金需要が低迷する一方で地公体の需資

が好調で、当中間連結会計期間中168億円増加して、当連結会計期間末残高は7,120億円となりました。 

有価証券残高は、当中間連結会計期間中781億円増加して3,430億円となりました。 

  

金融環境は依然厳しいものの、経営統合によるシナジー効果を早期に発揮し、収益力の強化と経営の合

理化をさらに推し進めることによって、平成21年度通期の連結業績見通しは、経常収益257億円、経常利

益12億円、当期純利益７億円を見込んでおります。 

【定性的情報・財務諸表等】

１. 経営成績に関する定性的情報

２. 財政状態に関する定性的情報

３. 業績予想に関する定性的情報

（株）北都銀行　平成22年３月期第２四半期決算短信
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該当ありません。 

従来、連結子会社が利息制限法の上限金利を超過する貸付金利息の返還請求に備えるため、過去の返

還状況等を合理的に見積った額については、「その他負債」に含めておりましたが、当中間連結会計期

間より「その他の引当金」に区分掲記しております。なお、前連結会計年度末において「その他の引当

金」に該当する額は27百万円であります。 

平成21年６月25日開催の当行定時株主総会において、当行及び株式会社荘内銀行が共同株式移転の方

法により両行の完全親会社「フィデアホールディングス株式会社」を設立することが承認可決され、平

成21年10月１日付けで同社が設立され、当行及び株式会社荘内銀行は経営統合いたしました。 

当行の、平成21年10月１日開催の臨時株主総会及びＡ種優先株主による種類株主総会における「資本

金の額の減少ならびに資本準備金の額の減少の件」の決議に基づき、平成21年11月５日付けで資本金

17,653百万円のうち11,653百万円を、資本準備金6,376百万円のうち376百万円を減少し、その他資本剰

余金に振り替え、同日その他資本剰余金11,177百万円及び別途積立金1,600百万円を減少し、繰越利益

剰余金に12,777百万円を振り替えいたしました。これにより、資本金の額は6,000百万円、資本準備金

の額は6,000百万円となりました。 

  

４. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(3) 経営統合について

(4) 資本金の額及び資本準備金の額の減少について

（株）北都銀行　平成22年３月期第２四半期決算短信
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５【中間連結財務諸表】 
(1)【中間連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当中間連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 25,037 34,423

コールローン及び買入手形 37,000 56,500

買入金銭債権 884 1,101

商品有価証券 318 269

有価証券 343,069 264,951

貸出金 712,047 695,235

外国為替 426 393

その他資産 8,650 7,884

有形固定資産 16,962 17,529

無形固定資産 70 72

繰延税金資産 10,077 11,042

支払承諾見返 11,715 11,313

貸倒引当金 △17,913 △18,365

資産の部合計 1,148,345 1,082,351

負債の部   

預金 1,033,494 1,013,408

譲渡性預金 55,525 18,827

外国為替 0 0

社債 11,900 12,000

その他負債 6,716 7,580

賞与引当金 125 136

退職給付引当金 97 97

睡眠預金払戻損失引当金 162 199

偶発損失引当金 137 122

その他の引当金 27 －

再評価に係る繰延税金負債 1,780 1,845

支払承諾 11,715 11,313

負債の部合計 1,121,683 1,065,532

純資産の部   

資本金 17,653 17,653

資本剰余金 13,034 13,039

利益剰余金 △9,986 △10,562

自己株式 － △0

株主資本合計 20,700 20,129

その他有価証券評価差額金 1,939 △7,536

土地再評価差額金 2,186 2,283

評価・換算差額等合計 4,125 △5,253

少数株主持分 1,835 1,942

純資産の部合計 26,662 16,818

負債及び純資産の部合計 1,148,345 1,082,351

（株）北都銀行　平成22年３月期第２四半期決算短信
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(2)【中間連結損益計算書】 

(単位：百万円)

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日) 

経常収益 13,016 13,197

資金運用収益 10,101 9,434

（うち貸出金利息） 8,154 7,566

（うち有価証券利息配当金） 1,644 1,814

役務取引等収益 2,015 2,048

その他業務収益 633 1,422

その他経常収益 265 291

経常費用 19,384 12,420

資金調達費用 1,768 1,316

（うち預金利息） 1,556 1,104

役務取引等費用 478 510

その他業務費用 2,899 457

営業経費 8,483 8,166

その他経常費用 5,754 1,969

経常利益又は経常損失（△） △6,368 777

特別利益 193 292

固定資産処分益 － 34

償却債権取立益 158 257

役員退職慰労引当金戻入額 34 －

特別損失 170 145

固定資産処分損 45 19

減損損失 124 125

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損
失（△）

△6,345 923

法人税、住民税及び事業税 77 100

法人税等調整額 △1,024 429

法人税等合計 △946 530

少数株主損失（△） △46 △79

中間純利益又は中間純損失（△） △5,352 472

（株）北都銀行　平成22年３月期第２四半期決算短信
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(3)【中間連結株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円)

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 12,669 17,653

当中間期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） 996 －

新株の発行 3,987 －

当中間期変動額合計 4,984 －

当中間期末残高 17,653 17,653

資本剰余金   

前期末残高 8,135 13,039

当中間期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） 996 －

新株の発行 3,987 －

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △77 △5

当中間期変動額合計 4,906 △5

当中間期末残高 13,042 13,034

利益剰余金   

前期末残高 7,509 △10,562

当中間期変動額   

中間純利益又は中間純損失（△） △5,352 472

持分変動に伴う利益剰余金の増加 － 6

土地再評価差額金の取崩 59 96

当中間期変動額合計 △5,292 576

当中間期末残高 2,216 △9,986

自己株式   

前期末残高 △73 △0

当中間期変動額   

自己株式の取得 △4 △5

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 77 5

当中間期変動額合計 72 0

当中間期末残高 △0 －

株主資本合計   

前期末残高 28,239 20,129

当中間期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） 1,993 －

新株の発行 7,974 －

中間純利益又は中間純損失（△） △5,352 472

自己株式の取得 △4 △5

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 － －

持分変動に伴う利益剰余金の増加 － 6

土地再評価差額金の取崩 59 96

当中間期変動額合計 4,671 570

当中間期末残高 32,911 20,700
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △12,792 △7,536

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

1,711 9,475

当中間期変動額合計 1,711 9,475

当中間期末残高 △11,081 1,939

土地再評価差額金   

前期末残高 2,342 2,283

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△59 △96

当中間期変動額合計 △59 △96

当中間期末残高 2,283 2,186

評価・換算差額等合計   

前期末残高 △10,449 △5,253

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

1,651 9,378

当中間期変動額合計 1,651 9,378

当中間期末残高 △8,798 4,125

少数株主持分   

前期末残高 1,066 1,942

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△51 △106

当中間期変動額合計 △51 △106

当中間期末残高 1,014 1,835

純資産合計   

前期末残高 18,856 16,818

当中間期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） 1,993 －

新株の発行 7,974 －

中間純利益又は中間純損失（△） △5,352 472

自己株式の取得 △4 △5

自己株式の処分 0 0

持分変動に伴う利益剰余金の増加 － 6

土地再評価差額金の取崩 59 96

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

1,599 9,272

当中間期変動額合計 6,271 9,843

当中間期末残高 25,128 26,662
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(4)【中間連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純
損失（△）

△6,345 923

減価償却費 688 789

減損損失 124 125

のれん償却額 7 －

貸倒引当金の増減（△） 2,690 △451

賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △10

退職給付引当金の増減額（△は減少） △151 △0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △200 －

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △49 △36

偶発損失引当金の増減額（△は減少） 59 15

その他の引当金の増減額（△は減少） － 27

資金運用収益 △10,101 △9,434

資金調達費用 1,768 1,316

有価証券関係損益（△） 2,597 △131

金銭の信託の運用損益（△は運用益） 444 －

為替差損益（△は益） △4 △15

固定資産処分損益（△は益） 45 △14

商品有価証券の純増（△）減 △334 △48

貸出金の純増（△）減 20,343 △16,812

預金の純増減（△） 12,415 20,086

譲渡性預金の純増減（△） 4,247 36,697

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 12 △34

コールローン等の純増（△）減 △6,454 19,716

外国為替（資産）の純増（△）減 109 △32

外国為替（負債）の純増減（△） 0 △0

資金運用による収入 9,979 9,356

資金調達による支出 △1,427 △1,131

その他 636 △2,500

小計 31,088 58,400

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △17 77

営業活動によるキャッシュ・フロー 31,071 58,477

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △65,159 △126,031

有価証券の売却による収入 32,999 41,544

有価証券の償還による収入 2,676 17,020

有形固定資産の取得による支出 △1,383 △393

有形固定資産の売却による収入 － 96

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,868 △67,764
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 9,968 －

株式交付費の支払額 △35 －

劣後特約付社債の買入消却による支出 － △89

リース債務の返済による支出 △17 △16

少数株主への配当金の支払額 △4 △7

自己株式の取得による支出 △4 △5

自己株式の売却による収入 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 9,906 △118

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 △15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,102 △9,420

現金及び現金同等物の期首残高 23,559 33,054

現金及び現金同等物の中間期末残高 33,661 23,633
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該当事項はありません。 

  

 【事業の種類別セグメント情報】 

前中間連結会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

（単位：百万円）

 
(注)１．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

(注)２．「その他の業務」はソフトウェア開発業務、信用保証業務、クレジットカード業務等であります。 

  

当中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（単位：百万円）

 
(注)１．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

(注)２．「その他の業務」はソフトウェア開発業務、信用保証業務、クレジットカード業務等であります。 

  

 【所在地別セグメント情報】 

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が100％であり、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

 【国際業務経常収益】 

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。

  

  

(5) 継続企業の前提に関する注記

(6) セグメント情報

銀行業務 その他
の業務 計

消去又 
は全社

連結

経常収益
（1）外部顧客に対する経常収益 12,192 824 13,016 ― 13,016
（2）セグメント間の内部経常収益 209 1,072 1,281 (1,281) ―

計 12,401 1,896 14,298 (1,281) 13,016

経常費用 18,625 1,988 20,614 (1,229) 19,384

経常利益（△は経常損失） △6,223 △92 △6,315 (52) △6,368

銀行業務 その他
の業務 計

消去又 
は全社

連結

経常収益
（1）外部顧客に対する経常収益 12,267 930 13,197 ― 13,197
（2）セグメント間の内部経常収益 107 319 427 (427) ―

計 12,374 1,250 13,625 (427) 13,197

経常費用 11,075 1,495 12,571 (150) 12,420

経常利益（△は経常損失） 1,299 △244 1,054 (276) 777
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６【中間財務諸表】 
(1)【中間貸借対照表】 

(単位：百万円)

当中間会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 25,007 34,408

コールローン 37,000 56,500

買入金銭債権 417 661

商品有価証券 318 269

有価証券 353,083 274,980

貸出金 698,280 680,053

外国為替 426 393

その他資産 7,758 6,921

有形固定資産 15,533 16,110

無形固定資産 68 69

繰延税金資産 9,466 10,542

支払承諾見返 11,715 11,313

貸倒引当金 △9,525 △9,634

投資損失引当金 △584 △580

資産の部合計 1,148,967 1,082,008

負債の部   

預金 1,037,296 1,016,608

譲渡性預金 57,125 20,527

外国為替 0 0

社債 11,900 12,000

その他負債 4,271 5,029

未払法人税等 55 45

リース債務 13 16

その他の負債 4,202 4,967

賞与引当金 101 114

退職給付引当金 6 6

睡眠預金払戻損失引当金 162 199

偶発損失引当金 137 122

再評価に係る繰延税金負債 1,780 1,845

支払承諾 11,715 11,313

負債の部合計 1,124,496 1,067,767
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(単位：百万円)

当中間会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

純資産の部   

資本金 17,653 17,653

資本剰余金 13,034 13,039

資本準備金 6,376 6,376

その他資本剰余金 6,658 6,663

利益剰余金 △10,343 △11,197

その他利益剰余金 △10,343 △11,197

別途積立金 1,600 1,600

繰越利益剰余金 △11,943 △12,797

自己株式 － △0

株主資本合計 20,344 19,494

その他有価証券評価差額金 1,939 △7,536

土地再評価差額金 2,186 2,283

評価・換算差額等合計 4,125 △5,253

純資産の部合計 24,470 14,241

負債及び純資産の部合計 1,148,967 1,082,008
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(2)【中間損益計算書】 

(単位：百万円)

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日) 

経常収益 12,211 12,125

資金運用収益 9,996 9,187

（うち貸出金利息） 8,048 7,319

（うち有価証券利息配当金） 1,644 1,814

役務取引等収益 1,782 1,789

その他業務収益 190 862

その他経常収益 242 285

経常費用 18,441 10,868

資金調達費用 1,773 1,320

（うち預金利息） 1,558 1,105

役務取引等費用 534 536

その他業務費用 2,770 176

営業経費 8,011 7,670

その他経常費用 5,351 1,164

経常利益又は経常損失（△） △6,229 1,256

特別利益 145 201

特別損失 170 145

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） △6,254 1,312

法人税、住民税及び事業税 19 12

法人税等調整額 △1,039 541

法人税等合計 △1,020 554

中間純利益又は中間純損失（△） △5,234 758
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(3)【中間株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円)

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 12,669 17,653

当中間期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） 996 －

新株の発行 3,987 －

当中間期変動額合計 4,984 －

当中間期末残高 17,653 17,653

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 8,135 6,376

当中間期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） 996 －

新株の発行 3,987 －

資本準備金の取崩 △6,743 －

当中間期変動額合計 △1,759 －

当中間期末残高 6,376 6,376

その他資本剰余金   

前期末残高 － 6,663

当中間期変動額   

資本準備金の取崩 6,743 －

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △77 △5

当中間期変動額合計 6,666 △5

当中間期末残高 6,666 6,658

資本剰余金合計   

前期末残高 8,135 13,039

当中間期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） 996 －

新株の発行 3,987 －

資本準備金の取崩 － －

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △77 △5

当中間期変動額合計 4,906 △5

当中間期末残高 13,042 13,034

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 3,822 －

当中間期変動額   

利益準備金の取崩 △3,822 －

当中間期変動額合計 △3,822 －

当中間期末残高 － －
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(単位：百万円)

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日) 

その他利益剰余金   

別途積立金   

前期末残高 1,600 1,600

当中間期変動額   

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 1,600 1,600

繰越利益剰余金   

前期末残高 1,298 △12,797

当中間期変動額   

利益準備金の取崩 3,822 －

中間純利益又は中間純損失（△） △5,234 758

土地再評価差額金の取崩 59 96

当中間期変動額合計 △1,352 854

当中間期末残高 △53 △11,943

利益剰余金合計   

前期末残高 6,720 △11,197

当中間期変動額   

利益準備金の取崩 － －

中間純利益又は中間純損失（△） △5,234 758

土地再評価差額金の取崩 59 96

当中間期変動額合計 △5,174 854

当中間期末残高 1,546 △10,343

自己株式   

前期末残高 △73 △0

当中間期変動額   

自己株式の取得 △4 △5

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 77 5

当中間期変動額合計 72 0

当中間期末残高 △0 －

株主資本合計   

前期末残高 27,451 19,494

当中間期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） 1,993 －

新株の発行 7,974 －

中間純利益又は中間純損失（△） △5,234 758

自己株式の取得 △4 △5

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 － －

土地再評価差額金の取崩 59 96

当中間期変動額合計 4,789 849

当中間期末残高 32,241 20,344
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(単位：百万円)

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △12,792 △7,536

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

1,711 9,475

当中間期変動額合計 1,711 9,475

当中間期末残高 △11,081 1,939

土地再評価差額金   

前期末残高 2,342 2,283

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△59 △96

当中間期変動額合計 △59 △96

当中間期末残高 2,283 2,186

評価・換算差額等合計   

前期末残高 △10,449 △5,253

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

1,651 9,378

当中間期変動額合計 1,651 9,378

当中間期末残高 △8,798 4,125

純資産合計   

前期末残高 17,001 14,241

当中間期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） 1,993 －

新株の発行 7,974 －

中間純利益又は中間純損失（△） △5,234 758

自己株式の取得 △4 △5

自己株式の処分 0 0

土地再評価差額金の取崩 59 96

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

1,651 9,378

当中間期変動額合計 6,441 10,228

当中間期末残高 23,443 24,470

（株）北都銀行　平成22年３月期第２四半期決算短信
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 該当事項はありません。 

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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Ⅰ．平成 22年３月期第２四半期決算の概要 

１．損益状況 

【単体】 

（単位：百万円） 

 
平成 21年度中間期  平成 20年度中間期 

 平成 20年度中間期比  

業務粗利益  1 9,806 2,906 6,900 

（除く国債等債券損益（５勘定尻））  2 （9,706） （752） （8,954） 

 

国内業務粗利益  3 9,649 2,928 6,721 

（除く国債等債券損益（５勘定尻））  4 （9,549） （774） （8,775） 

 

資金利益  5 7,723 △348 8,071 

役務取引等利益  6 1,249 6 1,243 

その他業務利益  7 676 3,269 △2,593 

国際業務粗利益  8 157 △22 179 

（除く国債等債券損益（５勘定尻））  9 （157） （△22） （179） 

 

資金利益 10 144 △17 161 

役務取引等利益 11 3 0 3 

その他業務利益 12 9 △5 14 

経費（除く臨時処理分） 13 7,617 △302 7,919 

 

人件費 14 3,286 △252 3,538 

物件費 15 3,813 32 3,781 

税金 16 516 △83 599 

業務純益（一般貸倒引当金繰入前・のれん償却前） 17 2,189 3,207 △1,018 

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 18 2,189 3,207 △1,018 

 除く国債等債券損益（５勘定尻） 19 2,089 1,054 1,035 

①一般貸倒引当金繰入額 20 △156 53 △209 

業務純益 21 2,345 3,154 △809 

 うち国債等債券損（△）益（５勘定尻） 22 99 2,153 △2,054 

臨時損益 23 △1,089 4,321 △5,410 

 ②不良債権処理額 24 1,075 △3,275 

 

4,350 

 

 

貸出金償却 25 ― △１ 1 

 個別貸倒引当金繰入額 26 1,048 △3,218 4,266 

 偶発損失引当金繰入額 27 15 △44 59 

  その他の不良債権処理額 28 11 △12 23 

 （貸倒償却引当費用①＋②） 29 （919） （△3,222） （4,141） 

 株式等関係損（△）益（３勘定尻） 30 31 574 △543 

 

 

株式等売却益 31 209 69 140 

 株式等売却損 32 163 △116 279 

 株式等償却 33 13 △391 404 

 退職給付会計導入変更時差異償却等（臨時処理分） 34 ― ― ― 

 その他臨時損（△）益 35 △45 470 △515 

経常利益 36 1,256 7,485 △6,229 
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（単位：百万円） 

 
平成 21年度中間期  平成 20年度中間期 

 平成 20年度中間期比  

特別損益 37 55 80 △25 

 

うち固定資産処分損（△）益 38 14 59 △45 

 
固定資産処分益 39 34 34 ― 

固定資産処分損 40 19 △26 45 

 うち償却債権取立益 41 167 57 110 

 うち減損損失 42 125 1 124 

税引前中間純利益 43 1,312 7,566 △6,254 

法人税、住民税及び事業税 44 12 △7 19 

法人税等調整額 45 541 1,580 △1,039 

法人税等合計 46 554 1,574 △1,020 

中間純利益 47 758 5,992 △5,234 

（注）１．業務粗利益＝資金利益＋役務取引等利益＋その他業務利益 

２．業務純益＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）－一般貸倒引当金繰入額 

３．国債等債券損益（５勘定尻）＝国債等債券売却益＋国債等債券償還益－国債等債券売却損－国債等債券償還

損－国債等債券償却 

４．株式等関係損益（３勘定尻）＝株式等売却益－株式等売却損－株式等償却 
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【連結】 

〈中間連結損益計算書ベース〉 

（単位：百万円） 

 
平成 21年度中間期  平成 20年度中間期 

 平成 20年度中間期比  

連結粗利益  1 10,621 3,018 7,603 

 

資金利益  2 8,117 △215 8,332 

役務取引等利益  3 1,537 0 1,537 

その他業務利益  4 965 3,231 △2,266 

営業経費  5 8,166 △317 8,483 

貸倒償却引当費用  6 1,723 △2,815 4,538 

 

貸出金償却  7 0 △7 7 

個別貸倒引当金繰入額  8 1,646 △3,030 4,676 

一般貸倒引当金繰入額  9 49 274 △225 

偶発損失引当金繰入額 10 15 △44 59 

その他の不良債権処理額 11 11 △10 21 

株式等関係損（△）益 12 31 574 △543 

その他損（△）益 13 13 419 △406 

経常利益 14 777 7,145 △6,368 

特別損益 15 146 123 23 

税金等調整前中間純利益 16 923 7,268 △6,345 

法人税、住民税及び事業税 17 100 23 77 

法人税等調整額 18 429 1,453 △1,024 

法人税等合計 19 530 1,476 △946 

少数株主損（△）益 20 △79 △33 △46 

中間純利益 21 472 5,824 △5,352 

（注）連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋（その他業務収益－その他業務費用） 

 

（連結対象会社数） 

（単位：社） 

連結子会社数 7 0 7 

持分法適用会社数 ― ― ― 
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２．業務純益【単体】 

（単位：百万円） 

 
平成 21年度中間期  平成 20年度中間期 

 平成 20年度中間期比  

コア業務純益 2,089 1,054 1,035 

 職員一人当たり（千円） 2,309 1,234 1,075 

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 2,189 3,207 △1,018 

 職員一人当たり（千円） 2,419 3,476 △1,057 

業務純益 2,345 3,154 △809 

 職員一人当たり（千円） 2,591 3,431 △840 

（注）職員数は、「平成 21年度中間期中平均人員」を使用しております。 
 

３．利鞘【単体】 

（１）全体 

（単位：％） 

 
平成 21年度中間期  平成 20年度中間期 

 平成 20年度中間期比  

資金運用利回 （Ａ） 1.68 △0.16 1.84 

 
貸出金利回  2.21 △0.14 2.35 

有価証券利回  1.08 △0.13 1.21 

資金調達原価 （Ｂ） 1.60 △0.17 1.77 

 
預金等利回  0.21 △0.08 0.29 

外部負債利回  0.12 △0.63 0.75 

総資金利鞘 （Ａ）－（Ｂ） 0.08 0.01 0.07 

 

（２）国内業務部門 

（単位：％） 

 
平成 21年度中間期  平成 20年度中間期 

 平成 20年度中間期比  

資金運用利回 （Ａ） 1.66 △0.15 1.81 

 
貸出金利回  2.21 △0.14 2.35 

有価証券利回  1.08 △0.11 1.19 

資金調達原価 （Ｂ） 1.60 △0.17 1.77 

 
預金等利回  0.21 △0.08 0.29 

外部負債利回  0.12 △0.63 0.75 

総資金利鞘 （Ａ）－（Ｂ） 0.06 0.02 0.04 

（注）１．「国内業務部門」とは、本邦店の円建諸取引であります。 
２．「外部負債」＝コールマネー＋売渡手形＋再割引手形＋借用金 

 

４．有価証券関係損益【単体】 

（単位：百万円） 

 
平成 21年度中間期  平成 20年度中間期 

 平成 20年度中間期比  

国債等債券損（△）益（５勘定尻） 99 2,153 △2,054 

 

売却益 188 13 175 

償還益 ― ― ― 

売却損 88 △1,387 1,475 

償還損 ― ― ― 

償却 ― △754 754 

 

株式等関係損（△）益（３勘定尻） 31 574 △543 

 

売却益 209 69 140 

売却損 163 △116 279 

償却 13 △391 404 
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５．自己資本比率（国内基準）【単体】 

（単位：百万円） 

 
21年９月末   21年３月末 20年９月末 

［速報値］ 21年３月末比 20年９月末比   

(1)単体自己資本比率 (5)÷(6) 8.33％ 0.42％ 0.31％ 7.91％ 8.02％ 

(2)基本的項目 19,732 903 △710 18,829 20,442 

 うちその他有価証券の評価差損（△） ― ― 11,081 ― △11,081 

(3)補完的項目〈自己資本への算入額〉 14,195 341 △632 13,854 14,827 

（補完的項目） （17,037） （△314） （△1,585） （17,351） （18,622） 

 

一般貸倒引当金 2,544 △37 △203 2,581 2,747 

負債性資本調達手段等 9,866 452 △355 9,414 10,221 

土地の再評価額と再評価の直前の

帳簿価額の差額の 45％相当額 
1,785 △73 △73 1,858 1,858 

(4)控除項目 ― ― ― ― ― 

(5)自己資本 (2)＋(3)－(4) 33,928 1,244 △1,341 32,684 35,269 

(6)リスク・アセット等 407,127 △5,871 △32,552 412,998 439,679 

 

自己資本比率（国内基準）【連結】 

（単位：百万円） 

 
21年９月末   21年３月末 20年９月末 

［速報値］ 21年３月末比 20年９月末比   

(1)連結自己資本比率 (5)÷(6) 8.71％ 0.30％ 0.20％ 8.41％ 8.51％ 

(2)基本的項目 20,929 533 △1,191 20,396 22,120 

 うちその他有価証券の評価差損（△） ― ― 11,081 ― △11,081 

(3)補完的項目〈自己資本への算入額〉 14,812 152 △881 14,660 15,693 

（補完的項目） （17,770） （△109） （△1,108） （17,879） （18,878） 

 

一般貸倒引当金 2,562 △42 △212 2,604 2,774 

負債性資本調達手段等 10,464 266 △596 10,198 11,060 

土地の再評価額と再評価の直前の

帳簿価額の差額の 45％相当額 
1,785 △73 △73 1,858 1,858 

(4)控除項目 ― ― ― ― ― 

(5)自己資本 (2)＋(3)－(4) 35,741 684 △2,072 35,057 37,813 

(6)リスク・アセット等 410,065 △6,584 △33,933 416,649 443,998 

 

６．ＲＯＥ【単体】 

（単位：％） 

 
平成 21年度中間期  平成 20年度中間期 

 平成 20年度中間期比  

コア業務純益ベース 16.55 10.24 6.31 

業務純益ベース（一般貸倒引当金繰入前） 17.34 23.55 △6.21 

業務純益ベース 18.58 23.51 △4.93 

中間純利益ベース 6.00 37.92 △31.92 

（注）１．分母となる純資産平均残高は「平成 20年度中間期平均残高」を使用しております。 

２．ＲＯＥ＝「各種利益÷純資産平均残高×３６５日÷１８３日×１００」 

 

７．ＯＨＲ【単体】 

（単位：％） 

 
平成 21年度中間期  平成 20年度中間期 

 平成 20年度中間期比  

コア業務粗利益ベース 78.47 △9.96 88.43 

業務粗利益ベース 77.67 △37.09 114.76 

（注）ＯＨＲ＝「経費（除く臨時費用分）÷各種粗利益×１００」 
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Ⅱ．貸出金等の状況 

１．リスク管理債権の状況 

※部分直接償却…実施しております。 

※未収利息不計上基準…自己査定基準 

 自己査定における破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する未収利息を資産不計上としております。 

【単体】 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

リ
ス
ク
管
理
債
権 

破綻先債権額 1,267 △244 △629 1,511 1,896 

延滞債権額 19,920 △84 △16,291 20,004 36,211 

３カ月以上延滞債権額 122 △151 △158 273 280 

貸出条件緩和債権額 7,977 △1,801 △6,776 9,778 14,753 

合計 29,288 △2,279 △23,854 31,567 53,142 

 

貸出金残高（末残） 698,280 18,227 742 680,053 697,538 

 

（単位：％） 

貸
出
金
残
高
比 

破綻先債権額 0.18 △0.04 △0.09 0.22 0.27 

延滞債権額 2.85 △0.09 △2.34 2.94 5.19 

３カ月以上延滞債権額 0.01 △0.03 △0.03 0.04 0.04 

貸出条件緩和債権額 1.14 △0.29 △0.97 1.43 2.11 

合計 4.19 △0.45 △3.42 4.64 7.61 

 

 

【連結】 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

リ
ス
ク
管
理
債
権 

破綻先債権額 1,388 △123 △508 1,511 1,896 

延滞債権額 31,353 △1,285 △4,858 32,638 36,211 

３カ月以上延滞債権額 122 △163 △171 285 293 

貸出条件緩和債権額 7,989 △3,214 △6,786 11,203 14,775 

合計 40,854 △4,784 △12,322 45,638 53,176 

 

貸出金残高（末残） 712,047 16,812 14,232 695,235 697,815 

 

（単位：％） 

貸
出
金
残
高
比 

破綻先債権額 0.19 △0.02 △0.08 0.21 0.27 

延滞債権額 4.40 △0.29 △0.78 4.69 5.18 

３カ月以上延滞債権額 0.01 △0.03 △0.03 0.04 0.04 

貸出条件緩和債権額 1.12 △0.49 △0.99 1.61 2.11 

合計 5.73 △0.83 △1.89 6.56 7.62 
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２．貸倒引当金等の状況 

 

 ○ 償却・引当基準 

  ① 一般貸倒引当金 

債 務 者 区 分 引 当 基 準 

 正常先債権 
 過去３算定期間（１算定期間は１年間）の貸倒実績率の平均値に基づき、 

 今後１年間における予想損失額を算出し、一般貸倒引当金を計上。 

 要注意先債権 

 要管理先以外 

 の要注意先債権 

 要管理先債権 
 過去３算定期間（１算定期間は３年間）の貸倒実績率の平均値に基づき、 

 今後３年間における予想損失額を算出し、一般貸倒引当金を計上。 

 

  ② 個別貸倒引当金 

債 務 者 区 分 償 却 ・ 引 当 基 準 

 破綻懸念先債権 

 担保・保証等で保全されていない部分に対して、過去３算定期間（１算定 

 期間は３年間）の貸倒実績率の平均値に基づき算出した今後３年間の予想 

 損失率を乗じた額を個別貸倒引当金に繰入。 

 実質破綻先債権  担保・保証等で保全されていない部分に対して、 100％を個別貸倒引当金 

 に繰入もしくは直接償却を実施。  破綻先債権 

 

 

【単体】 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

貸倒引当金 9,525 △109 △10,079 9,634 19,604 

 一般貸倒引当金 3,215 △156 △1,549 3,371 4,764 

 個別貸倒引当金 6,310 47 △8,530 6,263 14,840 

 特定海外債権引当勘定 ― ― ― ― ― 

 

 

【連結】 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

貸倒引当金 17,913 △452 △2,624 18,365 20,537 

 一般貸倒引当金 3,948 49 △1,072 3,899 5,020 

 個別貸倒引当金 13,965 △501 △1,551 14,466 15,516 

 特定海外債権引当勘定 ― ― ― ― ― 
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３．金融再生法開示債権の状況 

【単体】 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 5,107 △871 △966 5,978 6,073 

危険債権 16,584 589 △16,265 15,995 32,849 

要管理債権 8,100 △1,951 △6,934 10,051 15,034 

小 計        （Ａ） 29,792 △2,233 △24,166 32,025 53,958 

正常債権 682,219 20,948 24,919 661,271 657,300 

総与信        （Ｂ） 712,012 18,715 754 693,297 711,258 

総与信に占める割合  （Ａ）÷（Ｂ） 4.18％ △0.43％ △3.40％ 4.61％ 7.58％ 

 

〈参考〉金融再生法開示債権の保全内訳（21年９月末） 

（単位：百万円） 

 債権額 保全額   保全率 

 （Ａ） （Ｃ） 貸倒引当金 担保保証等 （Ｃ）÷（Ａ） 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 5,107 5,107 1,483 3,624 100.00％ 

危険債権 16,584 14,697 4,827 9,870 88.62％      

要管理債権 8,100 2,358 1,191 1,166 29.11％ 

小 計        （Ａ） 29,792 22,163 7,502 14,661 74.39％ 

 

 

【連結】 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 5,658 △1,022 △981 6,680 6,639 

危険債権 28,017 △363 △4,833 28,380 32,850 

要管理債権 8,112 △3,376 △6,956 11,488 15,068 

小 計        （Ａ） 41,789 △4,760 △12,769 46,549 54,558 

正常債権 684,439 22,038 26,872 662,401 657,567 

総与信        （Ｂ） 726,228 17,277 14,103 708,951 712,125 

総与信に占める割合  （Ａ）÷（Ｂ） 5.75％ △0.81％ △1.91％ 6.56％ 7.66％ 
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４．業種別貸出金残高【単体】 

（単位：百万円） 

 21年３月末 20年９月末 

   

国内店分（除く特別国際金融取引勘定） 680,053 697,538 

 

製造業 56,731 51,962 

農業 2,266 2,336 

林業 849 886 

 漁業 210 236 

 鉱業 2,830 3,303 

 建設業 49,843 50,870 

 電気・ガス・熱供給・水道業 3,786 3,764 

 情報通信業 6,530 6,272 

 運輸業 7,943 8,083 

 卸売・小売業 63,197 67,722 

 金融・保険業 45,442 46,508 

 不動産業 35,730 37,856 

 各種サービス業 81,953 87,010 

 地方公共団体 151,288 156,289 

 その他 171,448 174,433 

 

（単位：百万円） 

 21年９月末 

  

国内店分（除く特別国際金融取引勘定） 698,280 

 

製造業 59,377 

農業，林業 3,014 

漁業 194 

 鉱業，採石業，砂利採取業 2,812 

 建設業 48,621 

 電気・ガス・熱供給・水道業 3,271 

 情報通信業 6,049 

 運輸業，郵便業 8,051 

 卸売業，小売業 64,117 

 金融業，保険業 42,566 

 不動産業，物品賃貸業 40,327 

 学術研究，専門・技術サービス業 5,403 

 宿泊業,飲食サービス業 11,692 

 生活関連サービス業，娯楽業 13,442 

 教育，学習支援業 1,115 

 医療，福祉 24,614 

 その他のサービス 21,937 

 地方公共団体 172,573 

 その他 169,096 

（注）日本標準産業分類の改訂（平成 19年 11月）に伴い、当中間期から業種の表示を一部変更しております。 

 

５．国別貸出状況等【単体】 

 特定海外債権残高・アジア向け貸出金・中南米主要諸国向け貸出金・ロシア向け貸出金 

該当ありません。 
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６．預金等、貸出金及び有価証券の状況【単体】 

①預金等、貸出金及び有価証券の残高 

（１）末残 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

預金等 1,094,422 57,286 28,288 1,037,136 1,066,134 

  5.52％ 2.65％   

 
うち個人預金 796,203 △5,254 △5,744 801,457 801,947 

  △0.65％ △0.71％   

貸出金 698,280 18,227 742 680,053 697,538 

  2.68％ 0.10％   

有価証券 353,083 78,103 94,334 274,980 258,749 

  28.40％ 36.45％   

（注）１．預金等＝預金＋譲渡性預金 

２．「21年３月末比」、「20年９月末比」欄の上段は増減額、下段は増減率であります。 

 

（２）平均残高 

（単位：百万円） 

 
平成 21年度 

中間期 
  21年３月期 

平成 20年度 

中間期 

  21年３月期比 
平成 20年度 

中間期比 
  

預金等 1,096,413 24,815 15,828 1,071,598 1,080,585 

  2.31％ 1.46％   

貸出金 683,424 △19,152 △22,326 702,576 705,750 

  △2.72％ △3.16％   

有価証券 332,018 56,688 62,266 275,330 269,752 

  20.58％ 23.08％   

（注）１．預金等＝預金＋譲渡性預金 

２．「21年３月期比」、「平成 20年度中間期比」欄の上段は増減額、下段は増減率であります。 

 

②消費者ローン残高 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

消費者ローン残高 183,444 △1,048 △3,869 184,492 187,313 

 住宅ローン残高 151,794 △236 △1,788 152,030 153,582 

 その他ローン残高 31,649 △812 △2,082 32,461 33,731 

 

③中小企業等貸出金 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

中小企業等貸出金残高(A) 456,452 △5,809 △15,547 462,261 471,999 

総貸出金残高    (B) 698,280 18,227 742 680,053 697,538 

中小企業等貸出金比率(A)÷(B) 65.36％ △2.61％ △2.30％ 67.97％ 67.66％ 
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７．投資信託及び公共債の預かり残高、生命保険の販売累計額【単体】 

（単位：百万円） 

 21年９月末   21年３月末 20年９月末 

  21年３月末比 20年９月末比   

投資信託 43,642 9,858 △696 33,784 44,338 

公共債（国債等） 42,857 △2,747 △4,245 45,604 47,102 

生命保険 65,576 7,889 14,000 57,687 51,576 

合計 152,075 14,999 9,057 137,076 143,018 

（注）生命保険は、販売累計額を記載しております。 

 

８．退職給付関係【単体】 

  （退職給付費用） 

（単位：百万円） 

区 分 21年９月末  20年９月末 

  20年９月末比  

勤務費用 164 △8 172 

利息費用 91 △14 105 

期待運用収益 △104 15 △119 

過去勤務債務の費用処理額 ― ― ― 

数理計算上の差異の費用処理額 266 73 193 

会計基準変更時差異の費用処理 

額 
― ― ― 

その他（臨時に支払った割増退 

職金等） 
53 △31 84 

退職給付費用 471 36 435 
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Ⅲ．有価証券の評価損益 

１．有価証券の評価基準【単体】・【連結】 

売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理） 

満期保有目的有価証券 償却原価法 

その他有価証券 時価法（評価差額を全部純資産直入） 

子会社株式及び関連会社株式 原価法 

（注）「その他有価証券」中の株式については、期末日前１カ月の平均時価に基づいております。 

 

 

２．評価損益 

（単位：百万円） 

【単体】 

21年９月末 20年９月末 

評価損益    評価損益   

 20年９月末比 評価益 評価損  評価益 評価損 

 

満期保有目的有価証券 ― ― ― ― ― ― ― 

子会社・関連会社株式 ― ― ― ― ― ― ― 

その他有価証券 2,409 13,490 6,475 4,066 △11,081 1,432 12,513 

 株 式 1,730 3,044 1,965 235 △1,314 951 2,265 

 債 券 3,293 4,683 3,379 85 △1,390 345 1,735 

 その他 △2,614 5,761 1,130 3,745 △8,375 135 8,511 

合 計 2,409 13,490 6,475 4,066 △11,081 1,432 12,513 

 

株 式 1,730 3,044 1,965 235 △1,314 951 2,265 

債 券 3,293 4,683 3,379 85 △1,390 345 1,735 

その他 △2,614 5,761 1,130 3,745 △8,375 135 8,511 

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、中間貸借対照表価額と取得価額

との差額を計上しております。 

２．「その他有価証券」に係る評価差額金は、21年 9月末 1,939百万円、20年 9月末△11,081百万円であります。 

（単位：百万円） 

【連結】 

21年９月末 20年９月末 

評価損益    評価損益   

 20年９月末比 評価益 評価損  評価益 評価損 

 

満期保有目的有価証券 ― ― ― ― ― ― ― 

その他有価証券 2,409 13,490 6,475 4,066 △11,081 1,432 12,513 

 株 式 1,730 3,044 1,965 235 △1,314 951 2,265 

 債 券 3,293 4,683 3,379 85 △1,390 345 1,735 

 その他 △2,614 5,761 1,130 3,745 △8,375 135 8,511 

合 計 2,409 13,490 6,475 4,066 △11,081 1,432 12,513 

 

株 式 1,730 3,044 1,965 235 △1,314 951 2,265 

債 券 3,293 4,683 3,379 85 △1,390 345 1,735 

その他 △2,614 5,761 1,130 3,745 △8,375 135 8,511 

（注）１．「その他有価証券」については時価評価しておりますので、上記の表上は、中間連結貸借対照表価額と取得価

額との差額を計上しております。 

２．「その他有価証券」に係る評価差額金は、21年 9月末 1,939百万円、20年 9月末△11,081百万円であります。
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（参考）自己査定結果と金融再生法に基づく開示債権・リスク管理債権との関係【単体】 

（平成 21年９月末）                                     （単位：百万円） 

自己査定の債務者区分別内訳（償却後） 

（対象：総与信）  

金融再生法に基づく開示債権 

（対象：総与信） 

 リスク管理債権 

（対象：貸出金） 

区 分 
与信 

残高 

分 類 

区 分 
与信 

残高 

保全額 

保全率 
非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類  

担保 

保証等 

貸倒 

引当金 
区分 残高 

破綻先 1,305 484 820 ― ― 

 

破産更生債権

及びこれらに

準ずる債権 

5,107 3,624 1,483 100.00% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

破綻先債権 1,267 

実質破綻

先 
3,802 1,753 2,049 ― ― 

貸出金以外の債権 

延滞債権 

 

19,920 

破綻懸念

先 
16,584 10,668 4,029 1,887   危険債権 16,584 9,870 4,827 88.62% 

貸出金以外の債権 

要注意先 87,155 

31,976 55,179   

 要管理債権 8,100 1,166 1,191 29.11% 

 ３カ月以上延

滞債権 
122 

（要管理 

 先） 

(10,888) 

貸出条件緩和

債権 
7,977 

（要管理先  

 以外の要 

 注意先） 

(76,267) 
 

正常債権 682,219 

  
74.39%   

 

正常先 603,164 603,164     
   

 

総与信額 712,012 648,046 62,078 1,887 ―  総与信額 712,012  貸出金残高 698,280 

      

 

    

 

  

      開示債権額 29,792    開示債権額 29,288 

       
総与信に 

占める割合 
4.18％   

貸出金に 

占める割合 
4.19％ 

 

（注）総与信＝貸付有価証券＋銀行保証付私募債＋貸出金＋外国為替＋未収利息＋仮払金＋支払承諾見返。 
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